別記様式（表面）

農業DX取組確認表


　（融資機関名）御中

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　年　月　日

住所
氏名

	農業DXの取組
内容
（該当するものに✓（複数選択可））
	
	① 農作業の効率化や省力化、自動化の取組

	
	
	② 生産・飼養管理の合理化の取組

	
	
	③ 遠隔監視・リモート管理の取組

	
	
	④ その他の取組

	導入・実施の
具体的内容
（具体的に記入）
	（例：経営規模の拡大に伴い、自動操舵機能付きトラクターを導入。耕うん作業等を自動化することで、作業時間短縮や操縦負担の軽減を図るとともに、精度の高い作業による生産性の向上を図る。等）



	期待される効果
（該当するものに✓（複数選択可））
	
	① 作業時間の削減・省力化

	
	
	② 生産性の向上

	
	
	③ 品質・歩留まりの向上

	
	
	④ 経営管理の合理化

	
	
	⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	確認資料
	

	確認結果
（※融資機関が記入）
	適 ・ 否






別記様式（裏面）
記 入 上 の 注 意
	この様式は、農業DX促進特別枠を活用した農業近代化資金の借入申込手続きに限り、提出を求めるものです。



○ 全体事項
・ この様式は、農業DX促進特別枠を活用した農業近代化資金の借入申込みに当たり、農業DXの取組内容及びその期待効果について確認するものです。
・ 借入申込者が、自らの経営における状況について記入し、融資機関への借入申込みと同時にこの様式を提出してください。（借入希望者本人による記入が困難な場合など、やむを得ないと認められる場合は、融資機関の担当者が借入希望者本人からの聞取り等により記入することも可とします。）
　・ 融資機関の担当者は、農業近代化資金の利子補給承認申請を行う際、所定の書類に加え、この様式も忘れずに添付し提出するようにしてください。

○ 「農業DXの取組内容」について
・ 農業近代化資金を活用して行う農業DXの取組みについて、以下の例を参考に、該当する取組みの欄に✓してください。
	【例】
	① 農作業の効率化や省力化、自動化の取組
　⇒　自動走行又は自動操舵機能を有する農業機械、ロボットトラクター、ロボット田植機、無人又は半自動走行農機、農業用ドローンの導入等
② 生産・飼養管理の合理化の取組
　⇒　圃場や施設内の環境や作物・家畜の状態を把握する各種センサー、作業記録や栽培履歴等を管理する営農管理システム、データに基づき施肥、かん水、給餌等を最適化するシステムの導入等
③ 遠隔監視・リモート管理の取組
　⇒　ハウスや圃場、畜舎等の状況を遠隔で監視するカメラやセンサー、換気、暖房、かん水、給餌等を遠隔又は自動で制御するシステムの導入等
④ その他の取組
　⇒　①～③のいずれにも該当しないもの



○ 「導入・実施の具体的内容」について
・ 農業近代化資金を活用して行う農業DXの取組みについて具体的に記入してください。
・ なお、「経営規模の拡大への対応」や「限られた労働力による安定的な営農の実現」等の課題に対し、当該取組によりどのように対応するのかという視点を基本に記入してください。

○ 「確認資料」について
・ 確認のため、導入する予定の施設・機械のカタログや販売業者からの見積書を様式に添付し、何を添付したのかがわかるように、「確認資料」の欄にその名称を記入してください。

○ 融資機関による確認について
・ 融資機関において、当該取組がスマート農業技術の導入による農作業の効率化や省力化、生産性の向上、経営管理の合理化等に資するものとして適切であるかを確認の上、「確認結果」欄の適又は否のいずれかに○印を付してください。
・ なお、原則として、融資機関が「否」と判断した案件については、農業近代化資金（農業DX促進特別枠）の利子補給承認ができませんので注意してください。
